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再び王位が市民と交流
■将棋の藤井聡太王位が３年連続の来牧
　「伊藤園お～いお茶杯第65期王位戦」で五連覇
し、「永世王位」の資格を得た藤

ふ じ

井
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王位が９
月 9 日に当市を訪れました。
　い～らで行ったトークショーには、県内外から
約400人の観客が参加。藤井王位や本市出身で「静
岡まきのはら大使」の加

か

藤
と う

桃
も も

子
こ

女流四段など５人
の棋士が登壇し、普段聞くことができない話を聞
き会場から歓声が上がるなど、大いに盛り上がり
ました。また、杉本市長への表敬訪問や相良小で
将棋クラブ所属の児童らと指導対局も行いました。

藤井王位㊨や加藤女流四段㊧などのトークショー

早期の生活再建を支援するために
■損害調査結果の提供及び利用に関する協定を締結
　市は９月12日、「損害調査結果の提供及び利用
に関する協定」を三井住友海上火災保険株式会社
と締結しました。
　同社と損害保険契約を締結している市民が水害
で生活基盤に被害を受けた場合に、同社の損害調
査結果を市に提供いただくことで罹災証明書を速
やかに交付し、早期の生活再建を支援すること
が目的です。同社の牛

う し

島
じ ま

大
だ い

介
す け

静岡支店長は「ま
ずは地域住民の皆さまと向き合い、市の発展と
W
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eingに貢献していきたい」と話しました。

協定書に署名する牛島静岡支店長㊧と杉本市長

■大鐘家庭園のスイフヨウが見頃
　国指定重要文化財「大鐘家」（片浜区）の庭園
内に咲くスイフヨウが９月下旬から10月上旬に
かけて見頃を迎え、来場者を楽しませました。
　この花は、朝は白、昼はピンク、夕方には赤と
花の色が変化し、まるで酒に酔っていくような様
子から、漢字で「酔

す い

芙
ふ

蓉
よ う

」と命名されました。
　およそ1,000坪の庭園には多くのスイフヨウが
群生し、他にも一般的なピンク色の「芙蓉」や「ア
メリカン芙蓉」など約100本が開花し、300年と
歴史ある大鐘家の初秋を美しく彩りました。

300年の歴史を彩る美しさ

スイフヨウを観賞する来場者

まちのわだい　ズームイン
広報担当が取材に行きます。あなたの身近にあるホットで楽しい話題やイベントなどの情報をお待ちしています。

秘書広報課　☎㉓0040　　koho@city.makinohara.lg.jp   
　カシャ！！

■ベルテックス静岡プレシーズンゲーム2024 in 牧之原
　バスケットボール B リーグ２部「ベルテック
ス静岡」のプレシーズンゲームが９月７日と８日、
GasOneアリーナ牧之原で開催されました。
　市と同チームの運営会社「株式会社VELTEXス
ポーツエンタープライズ」が昨年７月、スポーツ
振興や賑わいの創出などの連携協定を締結したこ
とにより開催。試合当日は２日間で約2,500人が
市内外から来場。同チームは昨年１部で戦った「富
山グラウジーズ」と熱戦を繰り広げ、来場者も大
きな声援や拍手で会場を盛り上げました。

市内でプロの試合が観戦可能に
シュートを決めようとするベルテックス静岡の選手（黒いユニフォーム）

■田沼意次侯にちなんだ銘酒の献酒式
　田沼意次侯にちなんだ銘酒の献酒式が９月４日、
意次侯の位牌が安置されている平田寺（大江区）
にて行われました。
　来年１月放送の大河ドラマに意次侯が登場する
ことを契機に、功績顕彰と地域活性化につなげよ
うと地元の市民団体が企画。市大河ドラマ「べら
ぼう」活用推進協議会の今
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会長は「今後も
地域経済と意次侯を盛り上げる商品の登場を期待
する」と話しました。「相良城酒」「田沼意次」こ
れらは、市内一部の酒店で販売されています。

銘酒で地域と意次侯を盛り上げる
田沼意次侯の位牌に銘酒２種類を献酒

■飯津佐和乃神社祭典（御船神事）
　県指定無形民俗文化財「飯津佐和乃神社の御船
神事」が９月15日、波津・相良地区で営まれま
した。
　この神事は、江戸時代の相良湊の廻船問屋が海
上安全や商売繁盛を祈願したのが起源とされ、菱
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の模型船である長さ２メートルほ
どの「御船」を操り、神輿の先供をする行事です。
　浴衣姿の「船

ふ な

若
わ か

」と呼ばれる青年が柱起こしや
帆揚げの後、威勢の良い古雅な練り歌に合わせて
荒々しく御船を担ぎ、地区内を練り歩きました。

海上安全や商売繁盛を祈願
観客や出店でにぎわう参道を御船を担いで練り歩く船若ら

大輪の海上花火が夜空を彩る
■いい波に乗ろう！さがら海上花火大会
　さがら海上花火大会が９月７日、さがらサン
ビーチで開催されました。
　当日は天候に恵まれ、海上花火や水中スター
マインをメインに、市のスローガン「RIDE ON 
MAKINOHARA」にちなみ、「いい波に乗ろう」と
して、1,173発の花火が晩夏の夜空を彩りました。
　会場では、よさこいなどのイベントも開催され
たほか、約100店舗の夜店が出店し、約１万５千
人の来場客でにぎわいました。来場者はスマホで
撮影するなど、相良の夏の風物詩を楽しみました。

夜店とともに夜空を彩った大輪の花火

第２期生の夢の計画始動
■わたしたちの月３万円ビジネスin牧之原　プレゼン大会
　「わたしたちの月３万円ビジネスin牧之原　プ
レゼン大会」が９月３日、市役所榛原庁舎で開催
されました。
　月３万円ビジネスとは、女性が趣味や特技を生
かし、仲間と協力して自分だけのビジネスの創出
から実践までを行う全６回の講座です。講座の第
４回目として、第２期生である受講生15人がビ
ジネス内容の中間発表を行いました。受講生は、
各自の事業内容や収支計画、今後の計画などにつ
いて発表しました。

各自のビジネス内容について発表する第２期生
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